
山
やま

川
かわ

　邦
くに

夫
お

　

前
回
の
長
日
休
眠
性
に
続
き
今
回
は
、

短
日
・
低
温
休
眠
性
の
ネ
ギ
、
ニ
ラ
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を
取
り
上
げ
ま
す
。

ネ
ギ

　

ネ
ギ
は
中
国
原
産
の
野
菜
で
、
シ
ベ
リ

ア
か
ら
華
南
ま
で
広
く
栽
培
さ
れ
、
日
本

に
も
古
来
伝
播
し
ま
し
た
。

ネ
ギ
と
休
眠

　

ネ
ギ
は
、
前
回
の
タ
マ
ネ
ギ
や
ニ
ン
ニ

ク
の
よ
う
に
顕
著
な
形
態
変
化
は
な
い
も

の
の
、
冬
に
は
地
上
葉
の
生
長
を
抑
制
し
、

地
下
葉よ

う

鞘し
ょ
う

に
養
分
を
蓄
積
す
る
と
い
う
越

冬
休
眠
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
休

眠
程
度
は
品
種
に
よ
り
大
差
が
あ
り
、
シ

ベ
リ
ア
や
中
国
北
部
に
は
冬
に
完
全
に
生

長
を
止
め
、
葉
身
は
枯
死
し
、
地
下
の
葉

鞘
の
み
で
越
冬
す
る
完
全
休
眠
性
品
種
が

適
応
し
て
い
ま
す
。
地
上
部
の
生
長
停
止

が
寒
さ
の
結
果
だ
け
で
な
い
証
拠
に
、
シ

ベ
リ
ア
品
種
を
九
州
で
栽
培
し
て
も
冬
に

は
新
葉
を
伸
ば
さ
ず
、
地
下
葉
鞘
部
だ
け

が
肥
厚
し
ま
す（
熊
沢
・
勝
又
、１
９
７
２
）。

　

し
か
し
、
ネ
ギ
は
耐
寒
性
が
強
い
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
寒
く
な
い
日
本
で
は
、
冬
に
完

全
に
生
長
停
止
す
る
強
い
休
眠
性
品
種
よ

り
も
、
低
温
下
で
も
適
度
の
生
長
を
続
け

る
休
眠
性
の
弱
い
品
種
や
ほ
と
ん
ど
休
眠

し
な
い
品
種
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

根
深
ネ
ギ
と
葉
ネ
ギ

　

ネ
ギ
の
葉
は
基
部
の
円
筒
状
に
重
な
っ

た
葉
鞘
部
（
地
下
部
は
一
般
に
根
と
呼
ば

れ
る
）
と
、
こ
れ
か
ら
展
開
す
る
葉
身
部

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
主
と
し
て
葉
鞘
部

を
利
用
す
る
根
深
ネ
ギ
（
地
下
で
軟
白
さ

れ
る
の
で
白
ネ
ギ
と
も
呼
ば
れ
る
）
と
、

葉
身
を
も
利
用
す
る
葉
ネ
ギ
（
青
ネ
ギ
）

が
あ
り
ま
す
。

　

根
深
ネ
ギ
か
葉
ネ
ギ
か
、
ま
た
そ
の
作

型
に
よ
り
使
用
品
種
の
休
眠
性
が
関
係
し

第
15
回

タキイ園芸
専門学校

元校長が解
説

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

ユ
リ
科
野
菜
⑵ 

短
日
・
低
温
休
眠
性
ユ
リ
科
野
菜
　
ネ
ギ
・
ニ
ラ
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

〜
栽
培
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
〜
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今回紹介する
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ま
す
。
分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、
冬
ど

り
根
深
ネ
ギ
に
は
本
来
葉
鞘
を
充
実
さ
せ

る
休
眠
型
品
種
が
適
し
、
周
年
の
葉
ネ
ギ

生
産
に
は
冬
で
も
生
長
を
続
け
る
非
休
眠

性
品
種
が
適
し
ま
す
。

　

品
質
に
つ
い
て
も
、
根
は
休
眠
型
品
種

が
長
大
と
な
り
、
ま
た
葉
（
葉
身
）
は
非

休
眠
型
品
種
が
や
わ
ら
か
く
す
ぐ
れ
て
い

ま
す
。

　

品
種
を
３
群
に
大
別
す
る
と
、
根
深
ネ

ギ
は
寒
冷
地
に
休
眠
性
の
強
い
加
賀
群
、

関
東
に
は
休
眠
性
中
間
の
千
住
群
、
葉
ネ

ギ
に
は
非
休
眠
型
の
九く

条じ
ょ
う

群
に
分
け
ら
れ

ま
す
が
、
現
在
は
こ
れ
ら
の
交
雑
か
ら
さ

ら
に
分
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

作
型
と
関
連
す
る

休
眠
以
外
の
作
物
特
性

花
成
と
環
境

　

グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ
植
物
（
第
５
回
参

照
）
で
５
〜
６
㎜
径
程
度
の
小
苗
で
低
温

感
応
を
始
め
、
低
温
程
度
は
５
〜
10
℃
が

最
も
有
効
で
す
。
必
要
な
低
温
遭
遇
時
間

は
品
種
に
よ
り
20
日
以
下
か
ら
60
日
以
上

と
差
が
見
ら
れ
、
デ
バ
ー
ナ
リ
（
第
７
回

参
照
）
も
有
効
で
す
。
長
日
・
高
温
に
よ

り
花
茎
が
伸
張
し
、
多
く
の
品
種
が
３
月

下
旬
〜
４
月
に
抽
苔
し
ま
す
。

生
育
温
度

　

冷
涼
を
好
み
、
25
℃
以
上
で
は
生
長
が

抑
制
さ
れ
ま
す
が
、
夏
で
も
枯
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
低
温
に
は
強
く
、
特
に

根
深
ネ
ギ
は
利
用
部
の
葉
鞘
が
土
で
覆
わ

れ
て
い
る
の
で
、
寒
害
を
受
け
に
く
く
な

っ
て
い
ま
す
。

土
壌

　

根
深
ネ
ギ
に
つ
い
て
は
土
寄
せ
が
必
要

で
あ
り
、
作
業
性
と
通
気
性
の
面
か
ら
軽

く
深
い
耕
土
が
望
ま
れ
ま
す
。

栽
培
所
要
期
間

　

根
深
ネ
ギ
は
葉
鞘
部
の
伸
長
と
軟
白
の

た
め
に
6
カ
月
以
上
を
要
し
、
春
や
秋
の

１
季
で
は
足
り
な
い
の
で
、
春
ま
き
越
夏

か
、
秋
ま
き
越
冬
の
栽
培
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
葉
ネ
ギ
は
収
穫
期
間
が
限
定
さ
れ

ず
、
大
株
で
４
カ
月
程
度
か
ら
、
小
ネ
ギ

は
2
カ
月
程
度
で
収
穫
で
き
ま
す
。

根
深
ネ
ギ
の
主
要
作
型
と

特
徴

　

図
（
次
頁
）
に
基
本
作
型
と
地
域
別
作

期
を
示
し
ま
す
。
地
域
内
の
作
期
の
配
列

順
は
上
か
ら
低
温
〜
高
温
の
流
れ
に
沿
う

よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ネ
ギ
は
古
葉
が
枯
れ
て
も
新
葉
が
形
成

さ
れ
る
の
で
、
株
の
老
化
が
少
な
く
、
苗

床
で
の
育
苗
期
間
、
本
圃ぽ

で
の
収
穫
期
間

と
と
も
に
延
長
が
可
能
で
す
。
長
く
置
く

と
裂
球
し
て
し
ま
う
結
球
野
菜
や
、
老
化

が
問
題
と
な
る
ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
直
根
類

に
比
較
し
て
作
期
に
弾
力
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
図
に
示
し
た
作
期
は
一
例
に
過
ぎ

な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

①
春
ま
き
栽
培

　

春
に
播
種
し
、
越
夏
し
て
秋
〜
翌
春
に

収
穫
し
ま
す
。
ネ
ギ
は
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ

リ
で
す
か
ら
、
幼
苗
期
に
は
低
温
に
感
応

せ
ず
、
感
応
期
に
入
っ
て
も
低
温
要
求
量

が
か
な
り
高
い
の
で
、
春
ま
き
で
は
抽
苔

の
心
配
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
葉

鞘
肥
大
期
が
低
温
期
と
な
る
の
で
栽
培
し

や
す
く
、
収
穫
期
も
需
要
の
多
い
冬
中
心

と
な
る
の
で
、
春
ま
き
栽
培
が
根
深
ネ
ギ

の
主
作
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

露
地
栽
培
（
図
中
B
）
で
は
４
〜
５
月

播
種
、
10
月
〜
３
月
収
穫
（
図
中
ｄ
）
が

大
部
分
で
す
が
、
寒
地
で
は
越
冬
後
の
４

〜
５
月
収
穫
（
図
中
ｃ
）
も
あ
り
ま
す
。

　

保
温
育
苗
（
図
中
A
）
で
は
播
種
期
、

収
穫
期
が
早
ま
り
、
寒
地
で
は
８
〜
９
月

の
晩
夏
収
穫
も
可
能
で
す
。

②
秋
ま
き
栽
培

　

９
〜
10
月
に
播
種
し
、
ま
だ
低
温
に
感

応
し
な
い
子
株
で
越
冬
し
、
春
に
肥
大
さ

せ
る
作
型
で
、
露
地
栽
培
（
図
中
ｅ
）
で

は
７
〜
８
月
が
主
な
収
穫
期
と
な
る
た
め
、

耐
暑
性
品
種
の
利
用
が
必
要
で
す
。
温
暖

地
・
暖
地
で
は
冬
季
保
温
に
よ
り
収
穫
期

を
５
月
ま
で
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
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↑根深ネギの主作型となる春まき栽培。４～５
月播種の10月～３月の収穫が大部分を占める
（写真「ホワイトスター」12月の収穫）。

→
７
〜
８
月
が
主
な
収
穫
期
と
な
る
秋
ま
き
栽
培
（
写

真
は
「
ホ
ワ
イ
ト
ス
タ
ー
」
７
月
の
収
穫
）。

→
冷
涼
を
好
み
、
耐
寒
性
が
強
い
ネ
ギ
。
特
に
根
深

ネ
ギ
は
土
寄
せ
を
行
い
、
葉
鞘
部
が
土
に
覆
わ
れ

る
の
で
、
寒
さ
で
傷
み
に
く
い
。

→
抽
苔
し
開
花
し
た
ネ
ギ
。
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ
植

物
で
、
多
く
の
品
種
が
３
月
下
旬
〜
４
月
に
は
抽

苔
す
る
。

春まき栽培秋まき栽培



す
（
図
中
ｆ
）。

坊
主
不
知
（
ボ
ウ
ズ
シ
ラ
ズ
）
栽
培

‚
坊

※

主
不
知
‘
は
ほ
と
ん
ど
抽
苔
し
な
い

品
種
で
、
株
分
け
に
よ
り
繁
殖
し
ま
す
が
、

他
の
品
種
が
抽
苔
し
て
し
ま
う
５
〜
６
月

に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
図
中
ｇ
）。

葉
ネ
ギ
の
作
型

　

収
穫
サ
イ
ズ
は
大
ネ
ギ
か
ら
細
・
小
ネ

ギ
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
品
種
は
九
条
系
が
主

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
ネ
ギ
栽
培
の
作
型
は
根
深
ネ
ギ
に
類

似
し
ま
す
が
、
よ
り
短
期
間
に
収
穫
で
き

ま
す
。
需
要
の
関
係
か
ら
関
西
以
西
で
栽

培
が
多
く
、
春
ま
き
栽
培
は
２
〜
５
月
播

種
（
早
期
は
保
温
育
苗
）、６
月
〜
３
月
の

収
穫
、
秋
ま
き
は
９
〜
10
月
播
種
で
、
４

月
以
降
の
収
穫
が
中
心
で
す
。

　

小
ネ
ギ
は
高
温
期
に
は
50
日
程
度
、
低

温
期
で
も
保
温
下
の
ハ
ウ
ス
で
は
90
日
程

度
で
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
周

年
栽
培
が
多
く
、
養
液
栽
培
も
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ニ
ラ

作
型
と
関
連
す
る
作
物
特
性

花
成
と
環
境

　

ニ
ラ
は
開
花
期
が
夏
で
あ
る
こ
と
か
ら

高
温
・
長
日
で
花
成
が
進
む
と
説
明
さ
れ

て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
開
花
が

夏
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
休
眠
で
花
茎
頂
分

化
期
と
開
花
期
の
間
に
時
間
差
が
生
じ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
播
種
当

年
の
株
は
夏
に
な
っ
て
も
抽
苔
が
少
な
く
、

一
度
冬
を
越
し
た
２
年
目
の
夏
か
ら
そ
ろ

っ
て
抽
苔
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
大
き
さ

の
株
が
低
温
に
あ
た
る
こ
と
で
花
成
を
始

め
る
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ
型
植
物
で
あ
る

こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

休
眠
性

　

短
日
・
低
温
休
眠
で
、
一
定
量
の
低
温

に
あ
っ
た
後
、
休
眠
か
ら
覚
め
ま
す
。

生
育
温
度

　

20
℃
前
後
が
適
温
で
、
10
℃
程
度
で
も

※坊主不知ネギはタキイでは取り扱いがございません。
2013 タキイ最前線 秋号　65

→
ネギと同じく、グリーンバーナリ
型植物と考えられるニラ。

根深ネギの作型は、
10月～３月収穫の春まきと、
７～８月収穫の秋まき、端境期の
５～６月収穫の坊主不知栽培が

あります。

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 産地主要品種例
①　春まき栽培

A保温育苗

寒地
〜

温暖地

a ホワイトスター、
夏扇パワー

b ホワイトスター、
夏扇４号、龍翔

B露地栽培

寒地 c 春扇、羽緑

寒冷地
〜
暖地

d
ホワイトスター、
夏扇４号、龍翔、
ホワイトソード、関羽

②　秋まき栽培

寒冷地
〜
暖地

e 春扇、羽緑

f 春扇、羽緑

③　坊主不知栽培

寒冷地
〜
暖地

g 流山系、向山金系

図　根深ネギの基本作型と地域別作期

　：播種　　　：定植　　　　：収穫期間　　　　：生育期
　　：非保温育苗　　　　　：保温育苗　　　　　：本圃保温              ←：適宜播種可能              ←：適宜定植可能　



速
度
は
遅
い
が
生
育
し
ま
す
。
25
℃
以
上

で
は
葉
が
細
く
、
薄
く
な
り
ま
す
。

主
な
作
型　

無
保
温
栽
培

　

自
然
条
件
で
休
眠
覚
醒
後
、
気
温
が
上

昇
し
て
か
ら
収
穫
す
る
作
型
で
、
春
ま
き

と
秋
ま
き
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
株
が
充
実
す
る
の
を
待
っ
て
収
穫
し
、

次
の
収
穫
も
株
の
回
復
を
待
っ
て
行
い
ま

す
。
一
般
温
暖
地
で
は
４
〜
11
月
（
主
と

し
て
10
月
ま
で
）
が
収
穫
期
と
な
り
ま
す
。

　

ニ
ラ
は
抽
苔
し
て
も
側
芽
か
ら
発
達
す

る
分
け
つ
に
よ
り
増
殖
す
る
の
で
、
２
〜

３
年
間
栽
培
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ウ
ス
保
温
栽
培

　

保
温
開
始
は
10
月
以
降
2
月
ご
ろ
ま
で

行
わ
れ
ま
す
が
、
休
眠
が
適
当
に
覚
醒
し

た
時
期
（
一
般
温
暖
地
で
11
月
中
旬
）
以

降
に
保
温
を
開
始
し
た
方
が
収
量
は
上
が

り
ま
す
。
な
お
ハ
ウ
ス
は
保
温
以
外
に
も
、

良
品
質
生
産
の
た
め
、
雨
よ
け
と
し
て
の

利
用
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ギ
属
以
外
の
ユ
リ
科
植
物

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　

南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
と
い
わ
れ
、
日
本

に
導
入
さ
れ
た
の
は
明
治
以
降
で
、
当
初

は
軟
白
し
て
缶
詰
に
す
る
ホ
ワ
イ
ト
栽
培

が
主
流
で
し
た
。
現
在
は
軟
白
し
な
い
グ

リ
ー
ン
栽
培
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
型
と
関
連
す
る
作
物
特
性

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
宿
根
性
で
、
地
下
茎

先
端
の
鱗
芽
か
ら
萌ほ

う

芽が

す
る
若
茎
を
、
鱗

片
葉
が
展
開
す
る
前
の
多
肉
質
の
段
階
で

収
穫
し
ま
す
。

　

定
植
後
１
〜
２
年
は
株
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
収
穫
せ
ず
、
盛
園
と
な
る
の
に
５

〜
６
年
を
要
し
、
10
〜
15
年
間
収
穫
を
続

け
る
の
で
、
畑
の
利
用
形
態
と
し
て
は
永

年
性
作
物
に
な
り
ま
す
。

　

短
日
・
低
温
休
眠
で
、
秋
に
平
均
気
温

が
20
℃
を
下
回
る
と
萌
芽
が
減
少
し
始
め
、

30
日
ほ
ど
で
萌
芽
し
な
く
な
り
、
そ
の
後

1
カ
月
ほ
ど
で
貯
蔵
根
中
の
糖
度
が
急
激

に
上
昇
し
ま
す
。

　

茎
葉
の
生
育
適
温
は
15
〜
20
℃
で
、
高

温
条
件
で
は
生
長
は
旺
盛
で
す
が
品
質
が

劣
化
し
ま
す
。

主
な
作
型　

　

露
地
栽
培
で
は
休
眠
が
覚
醒
し
、
平
均

気
温
が
10
℃
を
超
え
る
こ
ろ
、
寒
冷
地
で

４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬
、
温
暖
地
で
４
月

か
ら
の
収
穫
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
や
ハ
ウ
ス
被
覆
に
よ
り
収
穫

期
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
休
眠

覚
醒
前
に
被
覆
を
開
始
す
る
と
収
量
が
落

ち
る
の
で
、
12
月
中
旬
以
降
の
被
覆
で
、

収
穫
は
２
月
以
降
が
一
般
的
で
す
。

　

収
穫
期
間
は
春
の
み
の
１
季
ど
り
、
い

っ
た
ん
収
穫
を
休
止
し
て
株
を
立
て
再
び

７
〜
9
月
と
10
月
に
収
穫
す
る
２
季
ど
り
、

さ
ら
に
は
長
期
ど
り
と
あ
り
ま
す
が
、
寒

冷
地
で
９
月
、
温
暖
地
で
10
月
が
収
穫
終

わ
り
と
な
り
ま
す
。

　

上
記
の
作
型
で
は
不
可
能
な
11
月
〜
２

月
の
収
穫
に
は
、
11
月
ご
ろ
休
眠
覚
醒
前

の
根
株
を
掘
り
取
り
、
冷
蔵
し
て
休
眠
を

打
破
し
て
か
ら
温
床
に
伏
せ
込
む
促
成
栽

培
も
可
能
で
す
。

野菜の作型と品種生態野菜の作型と品種生態
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↑無保温栽培。抽苔しても分けつにより増殖
するので、２～３年間栽培を続けることが
できる。

↑保温対策以外でも、良品生産を目的に雨よけと
してハウス栽培が活用される。

→
軟白して缶詰に
されるホワイト
アスパラガス。

→
導
入
当
初
は
ホ
ワ
イ
ト
栽
培
が
多
か

っ
た
が
、
現
在
で
は
グ
リ
ー
ン
で
の

栽
培
が
主
流
。

↑宿根性作物のアスパラガス。定植後１～２
年株を充実させ10～15年の間収穫を続ける。

↑アスパラガスの露地栽培。寒冷地で４月下旬～
５月上旬、温暖地では４月以降の収穫となる。


